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神戸市立博物館

　神戸市の中心街三宮・元町から海岸寄

りに数分，かっての外人居留地の一かく

に昨年開館を迎えたばかりである。同市

の国際港湾都市という性格と収蔵資料の

特色を生かすため，「国際文化交流一東西

文化の接触と変容」というメインテーマ

に沿って館の諸活動を展開するという。

　開館を飾る第一回の特別展示「海のシ

ルクロード」も海路による東西文化の交

流のあとをたどるものであった。

　市立南蛮美術館，同考古館をひきつい

で収蔵資料は豊富，加えて開館直後の12

月には，市内在住の船舶工学者で古地図

の蒐集でも高名な南波松太郎氏が日本一

といわれるコレクションの大部分，約4，

000点を寄贈され話題となった。

　南蛮美術館は池長孟（1891－1955）氏

によるいわゆる南蛮紅毛美術の系統的コ

レクション約4，500点で，これもまた同氏

より1951年に神戸市に一括寄贈されたも

のである。種子島以来の日本の美術にあ

らわれた外国の影響を追求する一大コレ

クションで，南蛮屏風初期洋風画など

世に知られた貴重資料も枚挙にいとまが

ない。

　考古館からは灘区桜ヶ丘出土の銅鐸・

銅文（国宝）を中心に，市内各地の出土

品の数々を受けついだ。

　南波コレクションは，一点豪華主義で

なく広範囲に多数の資料を集めて比較研

究の資料とすることが目標であったとい

うが，伊能忠敬の『日本輿地図面』など

貴重な図も多く含まれている。

　開館後なお日も浅い本年2月，南波氏

の快挙を記念する特別展示「古地図の世

界一南波松太郎氏収集」の見学かたがた

旧館を訪れた。

　正面の壁に6本の円柱を配した壮麗な

建物は旧横浜正金銀行，昭和初期石造建

築の保存をかねて博物館に衣更えしたと

いう。入口が銀行の面影をとどめてやや

閉鎖的に感じられるだけに，内部の広々

とした吹き抜けの中央ホールが印象的

で，建物全体に昔ながらの余裕が漂って

いる。

　展示の柱は神戸の移り変りに焦点をあ

てつつ日本と諸外国との交流のありさま

を示す常設展示第1～5室と，南蛮美術

館の名を残した展示室での南蛮紅毛美術

品の展示で，残る二つの展示室で随時行

われる企画展示（収蔵資料中心），特別展

示（外部資料も含む大規模展示）がこれ

らをおぎない，角度をかえて深めていく。
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　「古地図の世界」は特別展示の第2回目

で，［4＄Eな受贈地図あう，ち日本図，．道中

図，世界図の三分野から選ばれた地図ユ11’

点が，’その変遷を追ってわかりやすく雇

示され・騨素麺めていた・・

　このほか，ギャラり一，講堂7．中央ホー

ルなどを清蓋した企画も多く，折々の展

　　　’、　帰

’示資料の写真が表紙を飾るカララルな広

　．報誌「博物館だより」からその様子をうか

　がうことができる。

　　恵まれた資料を背景に，新設の意気高

・’ ｢平館の活動はひきつづき各方面の注目　、

　を集めそうである。
、’

@　　　　　・ご・1（地図室　鈴木純子）
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